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学びの周　辺
回想-研究室在籍とその前後-
岡田　重精
片平J`の法文学部棟は､正門のJ卜平丁口から出る場合と､ ･番TLJから出る
場合とでは雰開気がまったく異なっていた｡ ｢片平丁通りは人まですましてい
る｣と評されていたが､ ｢一番J一に足が向くと気分がリラックス｣するといわ
れていた｡確かに片平J~や米ケ袋は閑静な住宅街であり､東北人学･東北学院
大学･宮城学院女子大学の先生方の住隅があった｡ ｢あの先生が通られたから
何時｣という定時定刻llHt勤という先生もお住まいであった｡しかし､道は｢道
路予定地｣でありバスが通ると境が起ち､ Uを塞ぐ始末であった｡私が入学文
学部の研究室に在籍したのは､助手と大学院特別研究生(後期)の計5年間で､
その間片平丁で魯迅の旧店やその隣家に間借り､借家していたo
Lかし､その前後にわたる時期も忘れ難い｡
終戦で兵役を終えた翌昭和21年(1946) 4月､東北帝国大学法文学部文科に
入学､宗教学･宗教史を専攻することになった｡専攻を選んだ契機はIFl神宮皇
学館入学専門部で原m敏明先生から宗教学を学び関心を抱いたことによる｡
学生時代は､塩釜市で自炊しながら通学したが､何しろ食べ物が乏しく｢大
根学生｣の異YTを頂戴した｡反面､戦争による知的空腹は､活字を読むという
満足を焼け跡の古本屋に求め､入学の講義は知に憧れる若者たちの熱気に溢れ
ていた｡しかし､自由に学ぶという時間を獲得できたEf-･びは､親しい友人を失っ
た悲しみを秘めていた｡
研究棟はI対書館(硯史料館)裏手の三階建ての建物で､その一一一階東側に宗教
学･宗教史と印度学･仏教史両専攻の合同研究室があり､両専攻の先年方の研
究皐に取り囲まれていた｡そこは､演習などにも使われたが､通常は学牛が自
由に出入りできた｡
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宗教学･宗教史の専攻の指導は石津照璽･諸17素純の両先生であった｡右津
先生は､宗教学概論でヤスパース､ハイデッガーなどの存在論からマリノフス
キー､ラドクリ7-ブラウンなどの機能主義人類学やフロイド､サリヴァンな
どの精神分析学などに及び､宗教の究極的根拠や宗教経験の本質構造がたどら
れ､特講でキェルケブールなどが講じられていたことが､占いノートに書き留
めてある｡諸戸先生は､概論でu本宗教史を､演習では凝然の『三回仏法伝通
縁起』､ゼ-デルプロムの"Elnf仙rung in die R:eligionsgeschichte" (1928)をテ
キストとして用いられた｡
私は石津先生の講義で特に文化人類学に惹かれ主としてその方面の習得を進
めたが､卒業論文では人頬学的視点から｢u本古代の宗教的世界｣を扱った｡
卒業に先立って､ hJ津先生から助手になることを指示され､ここで研究生活
の入口に立つことになった｡因みに､学制は､昭和23年に大学名から｢帝国｣
が削除され､法文学部は法･文･経に分かれ､文科は､文学部として整備され､
さらに大学院の修士課程(ついで博士課程)が設置されることになった｡
助手(印哲は米谷慶記氏)は､合同研究室を書架で仕切った部屋で先輩と机
を此べた｡当時の大学院特別研究生は宗教学が楠止弘氏(のち小田原尚興氏も)
とElj哲の伊原照蓮･北川秀別の両氏であった｡特別研究生とは､戦時中に学部
卒業者のうち､兵役が免除され文部省の給費により研究者を育成するR的で発
足した制度であるが､戦後まで継続していた｡
助手の身分は文部教官であったが任期2年の内規があり､この間の実務は学
4:_諸君の勉学上の世話や相談が中心であったo助手になった年の10月に東北大
学で日本宗教学会の学術入会が催された｡しかし､雑用であたふたしたためか
殆ど記憶に残っていない｡先生方の所用は少なく自分の研究を進め､講義にも
什日常できたが､両先生からは原書の精微な講読からその解釈まで､折にふれ厳
しいご指導をいただいた｡
両先生の裏話をちょっと｡石津先生の宗教学概論は階段教室が常に満席であ
るほどの人気があった｡先生の講義は一度では分らぬという評判もあり､二度
組もかなり混じっていた｡時折講義時間に遅れると助手は催促に走った｡先生
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は｢もう少しだ｣と講義ノートをまとめ漸くにしてお出ましになる｡待ち兼ね
た学生たちが一斉にノートをとるといった場面があった｡講義内容が出版され
るというためとも思われたが､ことば選びが慎重で一語を発するのに､数秒待
つ｢石津節｣の異名を岩上したということも伝え聞く｡諸戸先生については､
試験やリポートの点数が辛過ぎるといった苦情が多く､先生にお話したところ
｢それは気付かなかった｣と快くみんなの点数を上げてもらった｡こういった､
今では想像できないようなおおらかな側面もあり､今思えば懐かしい｡
助手2年目の時､石津先生を代表者とする研究費による総合研究｢東北地方
における呪術及び宗教の機能と形態｣の調香研究が始まった｡石津先生を先頭
にまず青森県(下北地方の恐山や津軽地方の金木など)の東女(イタコ)の集
合的な口寄せ行事の調査を行い､順次地域を広め神おろしや行者(ゴミソ)や
オシラ神も対象とするようになった｡大型の録音機をリュックに背負いIlii女の
語りを採録したことも忘れ難い｡この調査研究はかなり継続し､各地の民俗研
究家とも連携しながら資料が収集され､調査の都度報告会が開かれた｡ (その
総合的な調杏研究の集成は先生が日本宗教学会会長や文学部長､総長になられ
るなどで果たせなかったのが痛惜の至りである｡)
助手の任期が終った昭和26年(1951)諸戸先生が大阪市立大学に転任された｡
助手は小森止信氏に引継ぎ､私は､続いて特別研究生(後期3年一途中より日
本育英会)に採用された｡調査研究の他､文献研究では宗教人類学の観点から
｢タブー｣をテーマとして関連する文献を講読整理するのが日課となった｡
学.27年に､堀一一一郎先生が着任されたo早々にご著書『民間信仰』 (岩波全聾､
昭和26年刊)が毎日出版文化賞受賞の連絡が研究室に入り､お知らせのため米ケ
袋のお宅に馳せ参じたことを覚えている｡やがて川内の人きな宿舎に転居され
てからは､そこで民俗学の談話会が始まり､昭利35年(1960) ｢東北民俗の会｣
が発足した｡定例的な研究発表や現地調査も行われ､公開講演会なども開催さ
れるようになった｡その年､先生の岳父柳田l玉1男先生が来訪され｢稲米儀礼｣
について貴重な講演を拝聴することができた｡その後､槻先生のご縁で人類学
者の泉婚一一一氏や中根千･枝女史の講演と懇談も行われたが､同女史は､ ｢随分ア
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カデミックな会ですね｣と感想を洩らしておられた｡この会は､現在､鈴木岩
弓教授のもとで活動が続けられている｡
石津先年のお宅へは学生諸君と一緒に何度かお邪魔してご馳走になった｡先
生は印哲の金倉円照先生の朝型に対して夜遅くまで研究室に寵もられ､お陰で
われわれも夜型になったが､時折ひょいと合同研究室に顔を出され｢ちょっと
出ようか｣と声をかけられ一一番丁かいわいにお誘い頂いた｡しかし､小田原氏
は教養部へ転出､北川氏はアメリカに留学し研究室は寂しくなった｡なお､昭
和25年発足した｢東北大学印度学宗教学会｣は同30年｢入学｣を削除し拡大発
展することになった｡
私事になるが､昭和29年3月で特別研究生を終了したあと､当時文学部に付
設された｢東北文化研究室｣ (委員長は学部長で毎年紀要を印行)の研究員と
なり､午前中は近くの高校で授業する生活形態に移行した｡制約はあるが自分
の研究を進め先生方のご指導を受け宗教学研究室との連携も続けることができ
た｡なお､これまでの研究成果は､昭利30年度に､ 『宗教研究』 (｢カーディナー
における宗教の問題｣138号)はじめ『文化』 (｢東北大学文学会｣) ､ 『人類科学』
(｢九学会連合｣)などにまとめた｡
その後､右津先生が昭和32年から4年間､日本宗教学会会長に就任され､そ
の期間､学会誌『宗教研究』の編集と会計事務が東北大学宗教学研究室に移管
され私がその任にあたることになった｡ ､I叩寺､編集委員は常務理事の先生方で
あったが､頁数の倍増と､号数のほか巻数(季刊)を付けて整備することが指
示された｡石津先年の意図に沿って執筆者を依頼するとともに､戦時中不規則
な発川のため東大や天理大学その他の大学研究室や凶書館などの保存誌を調査
して巻数を認定した(第32巻第1輯､ 156号､ 1958-)｡特に学会誌の校止や発
送には宗教学研究室関係の諸氏に随分とお手伝いを願った｡
この間､昭和33年(1958) 8-9月｢第九ruT国際宗教学宗教史学会｣ (IAHR)
の会議が東京･京都で開催され石津先生が組織･実行両委員艮となられた｡こ
れは宗教学研究室にとっても一大事であり各自が何らかの役割を担った｡そし
て､同会議終了後､日本宗教学会･同会議組織委員会編"RELIGIOUS STUDIES
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IN JAPAN"の編集には､石津先生はじめ小田原氏を中心として大学院や助手
の諸氏が大変なご苦労をされたと聞いている｡その出版(昭和34年3月､丸善)
の直前に小田原氏が急逝された時の悲痛はいまだに忘れ難い｡
この国際会議のあとエリア-デ教授が堀先生を訪問されたが､それについて
は､本誌2号に山形氏の含蓄に富んだ回想録が掲載されている｡
(追記一石津先生のご著書が『宗教学文献事典』 (2007,弘文堂)に収載され
ていないのは遺憾である)0
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